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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月3日(2016.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それを必要とする対象における排尿頻度を減少させるための医薬組成物の使用であって
、前記医薬組成物が：
　１つまたはそれ以上の鎮痛剤の有効量およびタダラフィルの有効量を含む前記使用。
【請求項２】
　請求項１に記載の使用であって、前記医薬組成物が即時放出、遅延放出、延長放出又は
これらの組み合わせを目的として配合される前記使用。
【請求項３】
　請求項１に記載の使用であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤が延長放出を目的と
して配合されかつ前記タダラフィルが即時放出を目的として配合される前記使用。
【請求項４】
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　請求項１に記載の使用であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤が遅延放出を目的と
して配合されかつ前記タダラフィルが即時放出を目的として配合される前記使用。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の使用であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤がア
セトアミノフェンを含む前記使用。
【請求項６】
　請求項５に記載の使用であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤が１～２０００ｍｇ
の量のアセトアミノフェンを含む前記使用。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の使用であって、前記医薬組成物が抗ムスカリン剤、抗
利尿剤、鎮痙剤およびゾルピデムからなる群から選択される追加的薬剤をさらに含む前記
使用。
【請求項８】
　それを必要とする対象における排尿頻度を減少させるための医薬組成物の使用であって
、前記医薬組成物が：
　１つの薬剤あたり１～２０００ｍｇの量の１つまたはそれ以上の鎮痛剤、及び、５型ホ
スホジエステラーゼ阻害剤（ＰＤＥ５阻害剤）を含む有効成分を含み、
　前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤がアスピリン、イブプロフェン、ナプロキセン、ナプ
ロキセンナトリウム、インドメタシン、ナブメトン、およびアセトアミノフェンからなる
群から選択される前記使用。
【請求項９】
　請求項８に記載の使用であって、前記医薬組成物が即時放出、遅延放出、延長放出又は
これらの組み合わせを目的として配合される前記使用。
【請求項１０】
　請求項８に記載の使用であって、前記医薬組成物が遅延放出を目的として配合される前
記使用。
【請求項１１】
　請求項８に記載の使用であって、前記医薬組成物が延長放出を目的として配合される前
記使用。
【請求項１２】
　請求項８～１１のいずれかに記載の使用であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤が
アセトアミノフェンを含む前記使用。
【請求項１３】
　請求項８～１２のいずれかに記載の使用であって、前記有効成分が抗ムスカリン剤、抗
利尿剤、鎮痙剤およびゾルピデムからなる群から選択される追加的薬剤をさらに含む前記
使用。
【請求項１４】
　請求項８～１３のいずれかに記載の使用であって、前記ＰＤＥ５阻害剤がタダラフィル
である前記使用。
【請求項１５】
　排尿の頻度を減少させるための医薬組成物であって：
　１つまたはそれ以上の鎮痛剤；
　ＰＤＥ５阻害剤；および
　医薬品として許容できる担体を含み、
　前記医薬組成物が：ａ）前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤が延長放出を目的として配合
されかつ前記ＰＤＥ５阻害剤が即時放出を目的として配合される、ｂ）前記１つまたはそ
れ以上の鎮痛剤が遅延放出を目的として配合されかつ前記ＰＤＥ５阻害剤が即時放出を目
的として配合される、ｃ）前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤および前記ＰＤＥ５阻害剤が
２～１２時間の間にわたる延長放出を目的として配合される、およびｄ）前記ＰＤＥ５阻
害剤および前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤のそれぞれの２０～６０％が即時放出を目的
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として配合され、かつ前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤のそれぞれの残りが延長放出を目
的として配合される、からなる群から選択される様式で配合される前記医薬組成物。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の医薬組成物であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤が延長放出
を目的として配合されかつ前記ＰＤＥ５阻害剤が即時放出を目的として配合される前記医
薬組成物。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の医薬組成物であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤が遅延放出
を目的として配合されかつ前記ＰＤＥ５阻害剤が即時放出を目的として配合されることを
特徴とする前記医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の医薬組成物であって、前記１つまたはそれ以上の鎮痛剤および前記
ＰＤＥ５阻害剤が２～１２時間の間にわたる延長放出を目的として配合される前記医薬組
成物。
【請求項１９】
　請求項１５に記載の医薬組成物であって、前記ＰＤＥ５阻害剤および前記１つまたはそ
れ以上の鎮痛剤のそれぞれの２０～６０％が即時放出を目的として配合され、かつ前記１
つまたはそれ以上の鎮痛剤のそれぞれの残りが延長放出を目的として配合される前記医薬
組成物。
【請求項２０】
　請求項１５に記載の医薬組成物であって、腸溶コーティングでさらにコーティングされ
る前記医薬組成物。
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